












































































































































































































































































































































































でのト音記号による両手奏法（3 ～ 43 番）、③その
上に八分音符、付点四分音符が加わった両手練習（44




















































図 12　バイエル 80 番 9 ～ 10 小節目



















図 14　バイエル 83 番の冒頭
























86 番で勉強した後 88 番で応用的に登場している



































































図 20　バイエル 100 番 35 小節目　　　



















リズム、3 番『パストラル / 牧歌』6/8 拍子、装飾
音符を含んだのどかな旋律をレガートで表現、4 番










リズム、12 番『別れ』三連音符による 5 指の独立、
13 番『コンソレーション /なぐさめ』親指保持音















ペダル、22 番『バルカロール / 舟歌』ゆったりと
した舟歌のリズムに乗せた旋律の表現、23 番『再会』
同音連打や和音の連続スタッカート奏法、右手の 3







要となる。25 曲のうち、1 番目の曲と 25 番目の曲
はよく弾かれる作品であるが、難易度も違い取り上
げる学生の能力も差異がある。バイエルを終えたば
































































図 26　乗馬 9 ～ 10 小節目
次に一転してヘ長調の穏やかな優しい雰囲気に入
る「図 27」。













図 28　乗馬 33 小節目　　図 29　乗馬 34 小節目
図 30　乗馬 42 ～ 43 小節目
この曲は、ブルクミュラーの練習曲 Op.100の最
終曲で、この作品集の中でも様々な練習目的が沢山
含まれた、技術的にも音楽的にも最後を飾るに相応
しい、充実した演奏会用小品である。
おわりに
本稿執筆者は、「音楽Ⅰ」の授業で一人一人の能
力に応じたピアノ個別指導を行っているが、日頃の
授業風景から、もっと専門的に踏み込んだ手引書を
作成し、学生により良い指導を志す目的で本研究に
至った。「音楽Ⅰ」は春学期のみ開講され、この期
間内に学生は保育士、幼稚園教諭レベルのバイエル
終了以上の技術力を習得しなければならない。ピア
ノはまさに継続は力なりの分野であり、練習意欲を
持つ為にもピアノが自宅にある環境を整えることは
大切だと思う。また、学生は「音楽Ⅰ」の授業で、
ピアノの実技向上の他に指導者の優しさを求めてい
るが、いずれにせよ、学生のスキルに応じた丁寧な
指導、そして学生への配慮を重んじながら指導しな
ければならない。学生は、音楽に疎遠ではなく、生
活の中で電車の音、駅の音楽、そしてポップス、ク
ラシックと身近に接しむしろ音楽を学びたいという
意欲は感じられる。私達指導者は、資格を取るため
に強制的にピアノを指導するのでなく、学生の意欲
を高める為に授業で学生が弾きたい曲を課題で与え
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たり、指導者自らの音楽経験の話をしたり、と音楽
を通して触れ合える時間を共有出来ると良いと思
う。
本稿では、必修教材として『バイエル教則本』、
『ブルクミュラー 25の練習曲』を分析し、レッスン
の手引きとなるよう解説を行った。考察から、ピア
ノレッスンは理論から入ることも基礎固めとして大
切だが、曲のイメージを抱かせ感性で学ばせること
も意欲を高めるに為に重要であると思われる。『バ
イエル教則本』、『ブルクミュラー 25の練習曲』は
保育者養成課程のピアノ教育で最も使用されている
教材だが、他にもバーナム、トンプソン、ハノン、
ツェルニー他多くのテクニックを習得する教材、そ
してブルクミュラーの曲を含めたロマン派、バロッ
ク、古典といった初心者が弾けてかつ様々なジャン
ルの有名な曲集が楽しめる教材も出版されている。
アンケート調査結果で、学生は課題曲が出た時に練
習意欲が高まると答えており、この課題曲に学生が
知っている曲が出された場合、より積極性が増すの
ではないかと考えられる。このことから、今後にお
いてピアノ教材も検討する余地があると結論付けら
れる。従来の固定概念を離れて、『バイエル教則本』、
『ブルクミュラー 25の練習曲』から重要と思われる
曲を抜粋したものと、初心者用の有名で親しみやす
いピアノ曲を組み合わせたオリジナル的な教材を作
成することも良いと思われる。
いずれにせよ、ピアノの実技習得は一夜漬けでは
成就せず、日頃の練習の積み重ねが大事である。ピ
アノ演奏の正しい基礎知識と理解を深めて、効果的
なピアノ指導の為にも本稿を役立てたい。
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